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年
末
年
始
無
災
害
運
動
は
、
働
く
人
た
ち
が
年
末
年
始
を
無
事

故
で
過
ご
し
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と

い
う
趣
旨
で
、
令
和
５
年
12
月
か
ら
令
和
６
年
１
月
15
日
ま
で

の
間
、
災
害
防
止
活
動
に
集
中
的
に
取
り
組
む
運
動
で
す
。 

 

年
末
年
始
は
、
ど
の
業
種
に
お
い
て
も
仕
事
が
慌
た
だ
し
く
、

普
段
は
行
わ
な
い
よ
う
な
省
略
行
動
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
凍

結
し
た
地
面
で
焦
っ
て
転
倒
し
て
し
ま
っ
た
り
、
不
安
全
行
動
を

と
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
職
場
の
大
掃
除
な
ど
、
普
段
と
は
異
な

る
作
業
が
あ
る
こ
と
も
多
く
、
慣
れ
な
い
作
業
で
怪
我
を
す
る
危

険
性
も
高
ま
っ
て
き
ま
す
。 

 

忙
し
い
年
末
年
始
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
い
つ
も
ど
お
り
安
全

な
作
業
手
順
を
遵
守
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
作
業
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。 

 

令
和
５
年
11
月
14
日
、 

労
働
安
全
衛
生
松
阪
地
区 

大
会
に
お
い
て
「
は
た
ら 

く
ひ
と
」
の
イ
ラ
ス
ト
入 

賞
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し 

た
。
本
年
は
51
作
品
の
応 

募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、 

優
秀
賞
４
作
品
、
佳
作
47 

作
品
と
な
り
ま
し
た
。 

 

優
秀
賞
の
４
作
品
（
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
長
賞
、
松

阪
労
働
基
準
協
会
長
賞
、
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
三

重
県
支
部
松
阪
分
会
長
賞
及
び
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働

災
害
防
止
協
会
三
重
県
支
部
松
阪
分
会
長
賞
）
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
は
三
重
労
働
局
HP
「
ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ

ッ
ク
ス
」（
左
記
QR
コ
ー
ド
先
）
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
今
月
号
よ
り
本
月

報
裏
面
に
て
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
順
次
紹
介
い
た
し

ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

「

は

た

ら

く

ひ

と

」

の

イ

ラ

ス

ト 

 
 

入

賞

者

表

彰

が

行

わ

れ

ま

し

た 

↑松阪労働基準監督署長賞授与の様子 

 

労
働
安
全
衛
生
松
阪
地
区
大
会
で
は
、
特
別
講
演
と
し

て
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

（
現 

松
阪
市
教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
課
）
土
性

沙
羅
氏
に
『
夢
の
チ
カ
ラ 

～
挫
折
と
挑
戦
～
』
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
、
実

は
練
習
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
か
っ
た
と
い
っ
た
赤

裸
々
な
話
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
夢
を
抱
く
に
至

っ
た
心
境
、
怪
我
や
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に

よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
等
に
伴
う
挫
折
と
、
そ
の
後
ど

う
気
持
ち
を
立
て
直
し
て
い
っ
た
の
か
等
、
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
人
を
背
負
っ
て
走
る
様
子
や
天
井
か
ら
ぶ
ら
下

が
っ
た
垂
直
の
綱
を
腕
の
力
の
み
で
登
る
様
子
な
ど
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
状
況
を
写
し
た
写
真
等
を
交
え
、
レ
ス
リ

ン
グ
の
魅
力
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

会
場
で
は
、
土
性
氏
の
カ 

ウ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
足
を
上 

げ
て
み
た
り
、
背
筋
を
伸
ば 

し
て
み
た
り
と
、
実
際
に
体 

を
動
か
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー 

ツ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
体 

験
す
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。 

↑特別講演の様子（フレックスホテルにて） 

三重労働局 HP 
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休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、
前
年
同
期
よ
り
６
人
増

加
し
、
228
人
（
2.7
％
増
）
で
し
た
。
業
種
別
で
前
年
同
期
と

比
較
す
る
と
、
多
く
の
業
種
で
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
中
、
製

造
業
で
は
20
人
増
加
し
65
人
（
44.4
％
増
）
と
、
大
き
く
死
傷

者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
年
11
月
は
特
に
運
送
業
に
お
け
る
災
害
が
多
く

発
生
し
て
お
り
、
先
月
と
比
較
し
て
５
人
増
加
し

32
人

（
18.0
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
と
比
較
す
る
と
死
傷
者

数
自
体
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
よ
り
一
層
気
を
引
き

締
め
て
業
務
に
あ
た
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

運
送
業
に
係
る
労
働
災
害
事
例
と
し
て
は
、荷
台
か
ら
の
飛

び
降
り
に
よ
る
負
傷
と
い
っ
た
労
働
者
の
不
安
全
行
動
に
起

因
す
る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昇
降
設
備
の
使
用
等
、 

急
い
で
い
て
も
必
ず
安
全
な
作
業
手
順
を
遵
守
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
安
全
管
理
担
当
者
は
、
労
働
者
が
心
理

的
に
不
安
全
な
行
動
を
し
て
し
ま
う
よ
う
な
作
業
手
順
に
な

っ
て
い
な
い
か
、
構
内
の
構
造
に
な
っ
て
い
な
い
か
等
も
踏

ま
え
て
、
作
業
手
順
の
見
直
し
を
行
う
等
、
左
記
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
も
参
考
に
、
災
害
の
発
生
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

災
害
速
報
（
令
和
５
年
11
月
末
） 

 
 

休
業
４
日
以
上
死
傷
者
数
228
人 
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同
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松阪労働基準監督署 お知らせ 検 索 

 

松阪労働基準監督署長賞 松阪労働基準協会長賞 
林業・木材製造業労働災害防止

協会三重県支部松阪分会長賞 

建設業労働災害防止協会 

三重県支部松阪分会長賞 
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松阪＆多気 各月末時点における労働災害発生状況

令和5年 令和4年 アンダー240目安線

アンダー２４０

▶身近な「はたらくひと」に「今日も一日安全に働こう」と思わせるイラスト（共催：松阪労働基準協会、建設業労働災害防止協会三重県支部松阪分

会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、松阪・多気地区の未就学児から募集し、多数のご応募をいただきました。松阪安衛

月報では、応募作品を紹介しています。 

第３回「はたらくひと」募集イラスト紹介 


